
ぼうさいこくたい２０２２の開催
作成年月日 令和4年10月5日

作成部局 危機管理部防災支援課

1 ぼうさいこくたい2022 開催概要

〇大会テーマ：未来につなぐ災害の経験と教訓～忘れない、伝える、活かす、備える～
○日時：令和4年10月22日（土）10時～18時、23日（日）10時～15時30分
○主催：防災推進国民大会2022実行委員会

（内閣府・防災推進協議会・防災推進国民会議）
○協力：兵庫県、神戸市、阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
○協賛：兵庫県国際交流協会
○会場：HAT神戸エリア

○出展者数：延べ320の団体の出展（過去最多）

屋外展示

セッション・ワークショップ・
プレゼンブース等

屋外展示
※人防、なぎさ公園では、ALL HAT
ひょうご防災フェスタを同時開催
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入場
無料

本県関係の主な出展（抜粋）2 ※一部事前申し込みが必要なプログラムもございます。
詳しくはぼうさいこくたいホームページをご確認ください。（https://bosai-kokutai.jp/2022/）

講演やパネルデ
ィスカッションを聴い
てもらうタイプ

来場者参加型の
ワークショップ

ブースで説明や
ミニプレゼンを
行うタイプ

〇兵庫県地球温暖化防止・ 気候変動適応フォーラム
内容：生態系を活用した防災・減災（Eco-DRR）を討論
主催：兵庫県気候変動適応センター
〇南海トラフ地震の本音の話をしましょう！
内容：南海トラフ地震など迫り来る巨大災害への備えを討論
主催：人と防災未来センター

〇「ぼうさいこくたい2022防災宣言」を作ろう！
主催：兵庫県立舞子高等学校
〇さわる、そっからかんがえる：災厄のミュージアム

における震災遺物を用いた対話型ワークショップ
主催：人と防災未来センター

〇六甲山の治山対策及び住宅の耐震対策の実験
模型を展示（兵庫県）
〇被災者支援のための園芸療法を紹介
（淡路景観園芸学校）

〇県の防災施策（兵庫県）
〇防災庁の必要性等（関西広域連合）
〇災害時の外国人対応（兵庫県国際交流協会）
〇災害ボランティア活動（ひょうごボランタリープラザ）
〇震災・学校支援チーム（EARTH）（兵庫県教育委員会）
〇生徒の防災活動（兵庫県立尼崎小田高等学校）

屋外テントでの
展示

https://bosai-kokutai.jp/2022/


ぼうさいこくたい２０２２の開催

◆オープニング （10/22（土）10:30～12:00）
会場：人と防災未来センター東館１階こころのシアター
第1部：セレモニー
・震災当時の映像を再編集した映像の上映
・兵庫県内高校生等による歓迎セレモニー

第2部：主催者等挨拶
内閣府、防災推進協議会、防災推進国民会議、
兵庫県（齋藤知事）、神戸市（久元市長）

第3部：オープニングディスカッション
テーマ：未来につなぐ教訓と防災教育
内 容：兵庫県立大教授や兵庫県立高校教諭 等

による防災教育に関する討論

◆ハイレベルセッション （10/22（土）12:30～14:00）
タイトル：大災害とわたし～トップリーダーがつなぐ災害の経験と教訓
会場：人と防災未来センター東館１階こころのシアター
①基調講演
五百旗頭真（(公財)ひょうご震災記念21世紀研究機構理事長）

②パネルディスカッション
モデレーター：中川和之 時事通信社解説委員
パネリスト：兵庫県（齋藤知事）、神戸市（久元市長）、コープこうべ、

兵庫県立大、内閣府、国連防災機関
内容：各界のトップリーダーが自身の災害経験を踏まえた取組を討論

◆クロージングセッション（10/23（日） 14:30～15:30）
会場：人と防災未来センター東館１階こころのシアター
内容：大会総括（河田人と防災未来センター長）、

次期開催地発表 等
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3 ぼうさいこくたい2022 内閣府主催事業（本県関連抜粋）

※詳細は決まり次第お知らせします。



ぼうさいこくたい２０２２の開催 問合先
危機管理部防災支援課防災企画班
Tel:078-362-9870

◆防災×テクノロジー官民連携プラットフォーム 第5回マッチングセミナー
日時：10月21日（金）10:00～14:45（ぼうさいこくたいプレイベント）
場所：JICA関西（オンライン併用）
内容：民間企業等が持つ先進技術を災害対応に活かすため、

内閣府が設置する自治体と民間企業とが交流する場。近畿圏初開催。

◆ALL HAT ひょうご防災フェスタ
日時：10月22日（土）10:00～18:00、23日（日）10:00～15:30
場所：人と防災未来センター、なぎさ公園
主催：HAT神戸防災訓練実行委員会（HAT神戸周辺の地域住民団体、行政機関、人と防災未来センター等）、

ひょうご安全の日推進県民会議
概要：HAT神戸周辺の地域住民団体等が毎年実施している防災訓練イベント「ALL HAT」を、

2日間にわたって拡充開催。
＜主な出展＞

[訓練]

[屋外展示]

[ｽﾃｰｼﾞ]
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本県も個別相談会にブース出展し、民間技術の活用による防災施策の推進を図る。
主な相談項目
・避難者情報の管理
・備蓄食料等の有効活用
・個別避難計画作成のための支援の仕組づくり
・住宅再建共済制度の加⼊促進

4 その他関連イベント（本県関連抜粋）

・HAT神戸周辺の地域住民やぼうさいこくたい参加者によるシェイクアウト訓練
・神戸市水道局、消防局による応急給水＆災害救助訓練デモンストレーション
・兵庫県警察、神戸市消防局中央消防署、防衛省自衛隊兵庫地方協力本部による防災車両合同展示
・ひまわり防災楽習迷路（兵庫県立舞子高等学校）を設置
・観光物産展（本県の観光・特産物についてぼうさいこくたい参加者へPR） 等
・全国災害ミュージアムや学生ボランティア支援等のセッション、防災音楽ユニットライブ 等






